
大曲中学校区での学習を通して目指す姿 

問題を発見し，他者との関わりを通して主体的に問題を解決していく，自立した学習者 
 

 「関わる」ことができる学習者 
 
・やり取りが２往復以上(Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ａ→…)になっているか 
 形式的なやり取りの回数ではなく，そのやり取りがお互いの新たな気付きにつながっているか 
・説得力をもっているか 伝えたという事実にとどまらず，それが実現しているか 
・批判的思考(根拠，内容に対して)で関わっているか 
 「どうして(本当に)そうなるのか，偏りはないか」 
 「一貫性はあるか，つじつまが合っているか」 

 

「３つの振り返り」ができる学習者 
（問題発見，主体的な問題解決） 

 
①学習(単元)の始まりで 

前時までの自分の状況は？ 

本時は何ができればいいか分かっているか？ 

どんな方法でやればいいか分かっているか？ 

②学習(単元)の途中で 

自分が分かっていないことは？ 

みんなが分かっていない（不十分な）ことは？ 

③学習(単元)の終わりで 

これまでの学習を通した自分の変容は？ 

身に付いた力は，他のどの場面で生かせるのか。 

「訊く」ことができる学習者 
 
切り返す前提で， 
・比較しながら聴く 
 「自分との違いは」 
「複数の発表内容の違いは」 
「では○○もいえるのか」 

・要約しながら聴く 
 「つまり『  』ですね」 

「伝える」ことができる学習者 
 
・自分の発表は届いているか 
 適切な話型，適切な態度（声量，テンポ，強弱） 
・影響力をもつ内容か 
相手の考えの，「前進」「変容」「強化」の根拠になったか 
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